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朝副 摘 要 il借 方1貸 方機馴 残
　　　　1予　算令達高　・訓、，28臨量
　　　　　何神社　切符何号　542．50．0
一”“f・～〔V’－t’！／－nf・一“’診．“．～『nハ～’！rstAv－・’Dt’／ズ／ので／！ρ！－A～～～・“へ．㌧・・、
貸 　円銭厘1，285．00．0
〃　　　　　　　　742．50．0
　（5）　「東京府郵区役所簿記規則」・「東京府計
　　　算簿記親穫」の制定
　明治8年末以来，大蔵省が鋭意その普及に
努力してきた複式官庁簿記法は，次第に地方
官庁の下部機構にまで浸透するに至ったが，
ここではその一例として，明治16年12月に東
京府知事芳川顕正によって公布された「東京
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府郡区役所簿記規則」の全文を引用して，参
考に供する。
　　丙第百九拾五号　　　　　　　郡区役所
　郡区役所簿記規則並附録別冊之通相定候条来
明治十七年一月ヨリ施行スヘシ右施行ノ上ハ明
治十三年丙第五十号並十四年乙第十七号達ハ廃
止ノ儀ト心得ヘシ此旨相達候事
日本近代会計成立史論考（2）（久野）
　　但本文施行ノ儀延期ヲ要スル向ハ其事由ヲ具
　申スヘシ
　　　明治十六年十二月十八日
　　　　　　　　　　東京府知事　芳川顕正
　　（別　冊）
　第一条　金銭出納ノ帳簿ハ複記式二拠リ原簿日
　　記簿現金受払簿ヲ設ケ其出納ハ総テ之ヲ記入
　　スヘシ
　第二条　帳簿二記入スル金員ハ亜刺比亜数字ヲ
　　用ユヘシ
　第三条　帳簿二謄記スルハ必ス郡区長ノ印章ア
　　リテ証拠トナスヘキ請求書回議書等ノ書類二
　拠リ之ヲ記入スヘシ
　第四条　帳簿二記入セシ後若シ其証書報告書等
　誤謬アルヲ発見スト錐モ飯ク更正スヘカラス
　必其主任ヨリ事由ヲ証明スル報告書ヲ得テ後
　更正スヘシ
第五条　毎日出納スル所ノ金銭ハ其日二於テ帳
　簿二記入完了スヘシ
第六条　現金受払簿日記簿原簿ヲ取捨シ及ヒ新
　二補助簿ヲ設ケ或ハ式様ヲ変更セントスルト
　　キハ府庁ノ承認ヲ受クヘシ
第七条　現金受払簿ヲ執ルモノト日記簿原簿ヲ
　執ルモノト其主任ヲ異ニスヘシ
第八条　日計表ハ其現金高卜現金受払簿ノ残高
　　トヲ照合シ貸借両区ノ総計へ郡区長ノ検印ヲ
　押捺スヘシ
第九条　諸物品受払ノ帳簿ハ適宜之ヲ設ケ新購
　修理種類品目箇数等ヲ区別シ詳明二記載スヘ
　　シ
第十条　金銭並物品ノ記簿ハ他へ携出シ又ハ貸
i　与スルヲ得ス
　記ヲ完了スヘシ
第七条　当庁二於テハ左ノ帳簿ヲ設ケ置キ計算
　整理スルモノトス
　1．日記簿　2．原簿　3．現金出納簿　4．賦課額
　報告整理簿　5．賦課徴収整理簿　6．歳入内訳
　簿　7．歳出内訳簿　8．雑部金整理簿　9．雑部
　金出納簿
　（6）　日記簿・原簿の変遷
　頭書の両主要簿は，はじめ明治9年1月に
大蔵省「伝票簿記条例」で制式帳簿となって
以来，明治11年11月の「計算簿記条例」に引
きつがれた。しかし，この簿記組織では，予’
算簿が別に設けられていたから，これらの主
要簿は，もっぱら実際の金銭収支の領域での
複式帳簿であった。
　ところが，明治15年8月の「改正記簿組織
例言」では，予算簿が廃止され，歳入出とも
予算額をもとにして現金出納に至るまでの一
貫した複式化の構想が実現することになった。
　さらに，明治19年12月の「各庁計算記簿規
程」では，日記簿・原簿は，三転して，もっぱ
ら歳出に所属する帳簿となり，歳入の面では，
第一部歳入第一整理簿以下多数の帳簿を制定
し・複式官庁簿記の構想は，大きく後退し
た。明治23年度以降は，大蔵省の「国庫日記
簿」・「国庫原簿」という形で今日に及んでい
る。府県の会計では，「出納日記簿」・「出納
原簿」という形で往時の名残りを僅かにとど
めているにすぎない。
　この規則においては，第一条の帳簿組織，
第二条のアラビア数字書体の使用，第七条の
帳簿分掌の規定・第八条の諸帳簿間の照合手
続等にt，みるべきものが多い。
　また，　「東京府計算簿記規程」の主要部分
を抜書すると，次のとおりである。
第一条
　シ
第四条
金銭出納ノ簿記ハ総テ複記式ヲ用ユへ
毎日出納スル処ノ金銭ハ其日二於テ簿
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　（補論2）　「内務省会計局処務順序」
　筆者の手許に，明治16年9月刊行というゴ
ム印のある「内務省会計局処務順序」（和紙，
仮とじ）がある。簿記法は，明治15年9月6
日大蔵省通達受坤一六八号（「改正記簿組織」）
によったもので，当時の典型的な官省会計局
の分掌や運営事務の一端をうかがうことがで
きる。
　主要な部分を抜書して紹介しておこう。
　第七条　決算掛
第一項　凡金銭出納ノ記簿式ハ明治十一年十一
月大蔵省無号及明治十五年九月受坤第一六八号
通達二拠ル
第十二項　本掛中左＝掲載ノ帳簿ハ必ス備置ク
　モノトシ其他ハ便宜二任カス
　　日記簿　原簿　雑収入内訳簿　経費内訳簿
　　日計簿　旅費明細簿　打切金内訳簿　臨時
　寄託顛末簿
第5節複式官庁簿記制度の意義
　既述したような経緯で，複式官庁簿記の発
展は，明治15年8月の「改正記簿組織例言」
によって，予算制度を複式簿記法の枠組みの
中にとり入れたことによりピークに達した。
明治初年に，わが国に紹介された複式簿記法
をいち早く消化・吸収し，これに独自の創意
を加えた当時の大蔵省当局者の見識は，高く
評価されてよいと考える。
　政府の会計に複式簿記法を積極的に導入し
ようとする試みは，この制度が廃止された明
治23年以後，久しい年月を経た後に，一，二
の学者によって主張されたことがある。例え
・ば，下野直太郎博士が大正11年1月雑誌『会
計』第十巻四号に発表された「予算会計制度
を論ず」や，東爽五郎氏が大正13年3，4月雑
誌『会計』第十四巻三・四号に発表された「予
算会計の複記式化取扱法の私案」がこれであ
る。いずれも，予算制度を会計組織のうちに
生かして，複式簿記法の構想をうちだしたも
ので，明治15年8月に制定された「改正記簿
組織例言」に示された簿記組織と軌を一にす
るものであることは，きわめて興味深い。こ
こでは，下野博士の主張の大略を紹介する。
　博士によれば，　「政府会計の根本義」とも
みるべきものは，
　（1）政府は歳入出予算の通過によって，一
面には租税徴収の権利を取得し，他面には経
費支出の義務を負う。前者は資産，後者は負
債に準ずべきものである。しかも，その総額
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は相平均するがゆえに，予算の成立と同時に
資産負債の対照表を作ることができる。
　（2）政府自身は現金の出納を掌らず国庫の
資格における日本銀行がこれに任ずる。すな
わち，先ず租税取立の権利を引当として日銀
から当座借入金を行なうと同時に・これを経
費支払資金として，それと同額を日銀に当座
預け入れるものと仮定する。
　（3）かくして，国庫に対する当座借入金は．
国庫をして直接租税納金を収入させることに
よって漸次返却され，当座預け金は，支払命
令官の発する支払券と引替えに経費を支払わ
せることによって漸次に引出される。
　（4）歳入については，まず予算を（借方）
資産とし国庫を（貸方）負債とし，歳出につ
いては，その反対に，国庫を（借方）資産と
し予算を（貸方）負債としておき，爾後実際
の収支は貸借各反対の仕訳記入をする。
　このような構想のもとに，歳入日記簿・歳出
日記簿および原簿を設定し，歳入日記簿には，
歳入予算。歳入科目による収支，公債・大蔵省
証券等による借入とその返却（但し利子の支払
は歳出として取扱う）および決算の結果歳計不
足となる場合の決算記入を行ない，歳出日記
簿には，歳出予算・歳出科目による収入，公債
利払，大蔵省証券割引料，歳出科目の流用振
替記入および決算の結果歳計剰余を生ずる場
合の決算記入を行なう。報告書としては，す
でに収支を完了したものについては「収支勘
定書」，またなお将来収支すべきものについ
ては「貸借対照表」を調製する。両者を合せ
たものが収支予算額となる。一会計年度の途
中で貸借対照表を作る場合は，それはそのま
ま資産負債の対照表となるが，その年度を経
過すれば，歳入未収分は損失となり，歳出予
算の剰余は支払を必要としないゆえ・双方の
差額は歳計不足金（または歳計剰余金）となる。
この顛末は日記簿の最後に振替記入する。
　このように予算制度を会計組織のうちに組
入れた具体的な計算記帳の体系を説明され，
日本近代会計成立史論考（2）（久野）
博士のいわゆる「予算会計制度」のねらいを
明らかにし，さらに，その末尾では，明治前
期にみられた本邦複式官庁簿記制度に言及し
て，次のような記述でその稿を終っておられ
る。
「帝国政府の会計は複式簿記法に拠るべき事
は明治初年の頃旧太政官布告中に明記ありし
と記憶す。また此計算組織は其昔某大蔵省官
吏の考案に成りし由なれ難，今其名の伝はら
ざるを遣憾とす。惟に西洋の複式簿記法を応
用したるものなるべし。而るに欧米の政府会
計は必ずしも此予算複式制に拠らざるものX
如し。果して然らば某氏の苦心と其功績とは
実に没すべからざるものにして，国民の感謝
に価する所なり。其の運用に於て誤なぎを期
すべきのみ。」
第6節国庫金出納関係帳簿の一部を除
　　　　き複式簿記組織の廃止
　〈1）　「会計法」・「会計規則」の制定
　明治22年2月，政府は法律第四号をもって
「会計法」を，次いで同年5月勅令第六十号
をもって「会計規則」をそれぞれ制定した。
　これに伴って官庁簿記法も従前のものとは
その趣を果にするものとなった。当時の官庁
会計の専門家は，次のように論評している。
　「蝕二前期ノ組織二比シ改正ノ重ナル事項
ヲ陳述センニ本期ノ組織二於テハ頗ル制式帳
簿ノ数ヲ減ジ且国庫金出納二係ルモノノ外貸
借ヲ応用スルノ帳簿ナク各責任官吏ノ簿冊ハ
簡単ナル書留簿ノ仕組トナリ其大部分二於テ
複式帳簿ノ跡ヲ絶チ較々復古ノ観アリ（注）」
　（注）石川豊太郎・秋山行蔵共編「現行官庁簿
　　　記法』，明治28年2月刊，392頁。
　（2）　明治23：年度以後の官庁簿記法の特色
　明治23年度以降施行された会計法規によっ
て・新しく制度化された官庁簿記法の特色は，
歳入・歳出の種目に亙って，予算とその執行
とにつき収支の金額を計算整理することを目
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的としたいわゆる「科目整理」の簿記と・政
府の債主に現金を支払い，納税人から税金を
収納する等現金の収支金額を計算整理して現
金在高を知ることを目的とし，その収支の種
目・性質を区別しないいわゆる「現金整理」の
簿記とに戴然と分かれるようになった点であ
る。前者が各省庁の簿記の内容であり，後者
が各金庫・出納官吏および国庫金出納に関す
る大蔵省の簿記の内容である。そして，「科
目整理」に関する簿記は，貸借複記式の方法
によらず，予算額・執行額および残額を各種
目に区別して記入する様式によらしめ，「現
金整理」に関するものだけについて（ただし出
納官吏の備える帳簿を除く），貸借を応用した複
式帳簿組織を採用した。
　このように，事務分掌の上から，全くその
組織を異にする計算記帳法を採用するに至っ
た点を特に注意すべきである。また，この結
果として，「各庁計算記簿規程」にみられた
ような多数の制式帳簿は廃止され，会計法規
の上で定められる制式帳簿は，その数が著し
く減少し・明細簿の類は，おおむね各機関の
便宜に委せて，その様式と記入法とを定めさ
せることになった。
　このように，各省庁の簿記組織では，歳
入・歳出について，それぞれの機関がその職
制に属する予算・決算に関した計算記録を独
立して行ない，他方では各省庁における予算
執行の結果として生じてくる国庫金出納の計
算記録を「金庫」が行なうことになるので，
大蔵省では，この各省庁における歳入・歳出
の科目別の計算記録の結果と，金庫における
国庫金の出納計算記録の結果とを，相互に対
照・確認することにより，全省庁の経理の経
過を判然ならしめ，全般的な歳入歳出に関す
る予算決算の確定および国庫金に関する出納
計算の確認を行なう仕組となった。
第7節　陸軍鎮台会計部の複式簿記法の
　　　　実験とその顛末
　明治9年6月に，当時の陸軍会計本部であ
った第五局から，　「在外会計部」とよばれて
いた鎮台会計部の官金出納を複式簿記法で行
なうという注目すべき実験を紹介した書物が
刊行された。著者は川口武定で，その書名を
『灘会計部小目問答』　という。序文によれ
ば，陸軍会計二等司契であった川口が熊本鎮
台に在勤中に実行した方法をもとにして記述
した旨が明記されており，後に，陸軍会計監
督田中光顕に草稿を提出して合議の上，すで
に令達されていた「在外会計部大綱条例」の
実施細則ないし解説書とする目的で出版され
たという。該書の一部を抜書しておこうo
　　　第二十八条
問　日々官金ノ出納計算ノ方法ハ如何ナル順序
　ナルヤ
答　計算ノ方法及順序等ヲ精密二述ルトキハ事
　理百端数紙ノ得テ尽スヘキニアラス因テ其手
　順ノ要領ヲ摘出シテ左二陳述セン前第二十六
　条第二十七条二掲ケタル受入返納或ハ払出シ
　ヲ為セシ証拠書ナル納金証書及金貨受払証書
　ヲ以テ司契副或ハ書記ノ内日記ノ草稿ヲ編輯
　　　　　　　　　　　　　　デピトルクレデイトル
　シ之ヲ司契二呈ス司契之ヲ照査検シ「出納」
　ノ位地題号ノ設置記載ノ方法金円ノ員数事由
　　　　　　　　　　　　　　ケエツギマltク　ノ摘要等二差謬ナキヲ認ルトキハ「》」ヲ施
　シ其草稿ハ書記二下付シ納金証書及金貨受払
　証書ハ其題号名称二因リ之ヲ分配シテ各自二
　記牒セシム讐ヘハ定額経費二関スルモノハ費
　用区分牒二額外諸金及諸収納金二属スルモノ
　ハ額外諸金出納明細牒二仮払及当分預リニ係
　ルモノハ仮払牒及当分預牒二手形類ハ手形牒
　二記スルカ如シ又日記ノ草稿ヲ下付サレタル
　書記ハ日記二浄書シ原牒二摘載シ毎日金貨出
　納計算表二枚ヲ作リテ司契副二呈ス又金貨ノ
　納払ヲ為セシ書記ハ本日納払ノ高ヲ各号毎二
　現貨差引牒二記入シ差引現在高ヲ認メテ之ヲ
　司契副二報ス又出納ヲ命ゼラレタル銀行或ハ
　商社ハ其出納ノ合計高ヲ記載セル表面ヲ作リ
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　本日預リ金ノ高ヲ明カニシテ之ヲ司契副二呈
　ス司契副ハ此三書ヲ勘照精算シ現在高二差謬
　ナキトキハ計算表二検印シ司契尚ホ査薇シ其
　正ヲ認ルトキハ之二署名捺印シテー枚ハ本課
　二止メー枚ハ本台司令官二呈ス
　　　　（第二十九～三十四条省略）
　　　　第三十五条
問　其計算出納ヲ明カニスルニ就テ牒簿ハ如何
　ナル順序方法ヲ以テ記載スルヤ
　　　　　　　　　　　　　　トツプyL＝ントソ－
答欧米各国普通二行ハルル所ノ複記式二倣
　ヒ順序ヲ立テ記載スルナリ
　　　　第三十六条
問　複記式トハ如何ナル方法ナルヤ
答　複記式トハ重ネ記スノ謂ニシテー項ノ出納
　毎二人（或ハ局隊ノ名）ト事ト物トヲ論セス
　　　　　　　　デどトルクレデイトル
　主客ヲ別チ之ヲ「出　　納」ト名ケ隻方二同
　金高ヲ記載ス「出」トハ主ニシテ総テ債ヲ負
　タル方ナレハ又是ヲ借方ト訳スルアリ「納」
　トハ客ニシテ総テ債ヲ負ハセタル方ナレハ又
　之ヲ貸方ト訳スルアリ斯ノ如ク「出納」ト分
　チヲ為ストキハ同数ヲ記載スルモーハ債ヲ負
　ハセーハ債ヲ負ヒタル形チヲ顕ハシ敢テ重複
　スルニ非ス猶右ノ手ヨリ左ノ手二物ヲ渡シタ
　ルトキ右ハ渡シタル主トナリ左ハ受取リタル
　客トナルト記スルカ如シ然リ而テ毎日計算表
　ヲ作リ出納ノ金高ヲ秤計シ以テ日々ノ出納計
　算ヲ正シク明カニスルモノナレハ月計歳計二
　至リテモ些ノ差誤アル事ナシ之ヲ以テ複記式
　ヲ綿密ナル良法トシ用ユルナリ
　　　　第三十七条
問　複記式二用フル牒簿ハ何ト号クルヤ
　　ジヨルナル　 レツジarp
答日記原牒費用区分牒額金計簿費
　用計簿　仮払牒　当分預牒　額外諸金出納明
　　　　ピルブツク
　細牒　手形牒　金庫現在高牒　庫中現金出入
　日記現貨差引牒金貨交付証印牒等ナリ
　　　第三十九条
問　在外会計部大綱条例第百二十一条以下二掲
　クル所ノ牒簿ト異ナルアリヤ
答名称ハ同ジカラスト錐トモ其実用ノ大意二
　至リテハ異ナル事ナシ即チ第一日記牒トアル
　ハ日記ナリ第二大帳トアルハ原牒ナリ第三副
　帳トアルハ費用区分帳ナリ其他今用フル額金
　計簿以下ハ皆此副帳ノ部二属スルナリ
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　　　　第四十条
問　何ヲ以テ日記牒大牒副牒ノ名ヲ用ピサルヤ
答　鎮台二於テハ複記式ヲ用フルヲ以テ自カラ
　其名ヲ異ニスルナリ
　　　　第四十一条
問　牒簿ノ内最モ必要ナルモノハ何々ソ
答　原牒ヲ最モ必要トス其他一牒簿一表式ト錐
　トモ各自其要ヲ異ニスレハーモ欠クヘカラサ
　ルモノナリ
　　　　第四十二条
問　日記ハ如何ナル用ヲ為スヤ
　　　　　　　　　　　　　　　デド　しクレデイトル
答　日々二出納セシ金高ヲ隻方即チ「出」「納」
　二分チ記載シ其日毎ノ出納ノ実形ヲ明カニ見
　ルモノナリ
　　　　第四十三条
問　原牒ハ如何ナル用ヲ為スヤ
答　本台及諸隊ノ名称並二各種金額ノ門部ヲ分
　チ日記二記載シタル事項ト金員トヲ各自ノ門
　部二記入シテー門部毎ノ出納ヲ明カニスルモ
　ノナリ
　　但此牒ハ百般ノ出納計算二関セサル事無ク
　　最モ必要ノモノナレハ毎日退庁ノトキハ之
　　ヲ金櫃内二蔵メ非常火災ノ難ヲ避ルモノナ
　　リ
　　　第四十四条
問　費用区分牒ハ如何ナル用ヲ為スヤ
答定額金ヲ以テ仕払ヲ為セシ本台及各兵隊ノ
官金出納順序・記帳手続の図解
　経費ヲ原牒二門部ヲ分チ記載スト錐トモ其一
　門部毎ノ事項ヲ尚精シクセンカ為メ費用名称
　ノ小科目ノ門部ヲ分チ之二記載ス小科目トハ
　俸給宅料旅費諸傭給需用費等ノ類ナリ
　（以下補助簿の解説省略）
　　　第五十五条
問　毎日金貨出納計算表ハ如何ナル用ヲ為スヤ
答　原牒二記載シタル各部門ノ差引金高ヲ其
　デピトノレ　　　　クレデイ　トノレ
　「出」「納」ノ区画二依リ摘載シ双方ノ平
　均ヲ得テ其日出納ノ差謬ナキ事ヲ証明シ且各
　種金額ノ残高ヲ日々一目瞭然タラシムルモノ
　ナリ
　（以下省略）
（主要帳簿・専任の書記又は司契副が記帳）
　官金出納の仕組と記帳手続を図解すると・
左側下段のようになる。
　この簿記法のその後の消長については，現
在のところ詳らかでないが，官庁金銭会計の
場合と同じ道をたどって終焉したように思わ
れる。それを暗示するような記事が，明治32
年8月刊，勝村栄之助著『経済学対照簿記学」【
の23頁以下にみえている。すなわちいう。
「陸軍二在テハニ十四年以前ハ各中隊毎二各
隊簿記ト称スルー種特殊ノ法式ヲ以テ最モ精
密ナル記帳ヲ行イタリ　然ルニニ十五年以降
ハ此精密ナル法式ヲ全廃シ最モ簡易ナル単記
　　　　　　式ノ帳簿ヲ使用スル事トナレ
　　　　　　リ」
額外諸金出納明細牒
預り金m墾麺ヨ
塑1経費予算．
巖1対照
正
貨
残
高
の
報
　
　
　
　
〔
毎
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令長官
第8節作業特別会計の実
　　　　態：「陸軍作業会
　　　　計経営要領』
　（1）設　題
　会計法第二十条では，一般会
計法の例外として，「事業体」
（直営事業）の経営の目的で・一
定の資本による一般会計から離
脱した会計主体の開設を認めた。・
これらを「特別会計」という。
明治末年頃の実況により・当時
すでに五十種を超えた特別会計
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を大別すると，次のとおりである。なお，官
営鉄道については別章でのべる。
　　特別会計
　　　1。作業特別会計
　　　2．　資金特別会計
　作業特別会計は，「固定資本」と「据置運
転資本」という二種の資本によって，所定の
作業を行なう目的で開設されたもので，当時
の代表的なものをあげると，次のとおりであ
る。
　　大蔵省所管……造幣局，印刷局
　　逓信省所管……鉄道院
　　農商務省所管……製鉄所
　　陸軍省所管……千住製絨所，砲兵工廠
　本節で用いた「史料」について，あらかじ
め付記する。本節では砲兵工廠の作業特別会
計の実態を分析するために，『陸軍作業会計
経営要領』を取扱っている。この『要領』は，
大正3年5月13日に陸軍経理学校第七期生に
対して行なった講義の口述筆記を，「陸軍主
計団記第五十八号」に全文収録したものであ
る。手許にあるのはその複写である。講演者
である陸軍一等主計平山多次郎氏は，一兵卒
からの出身で小学校卒程度の学歴で，砲兵工
廠の勤務も2年ないし3年であったとの事で
あるが（注），内容は，詳細でかつ論旨が一貫
して明快であり，並々ならぬ学識者であった
ことがわかる。
（注）　自衛隊業務学校教官柴田隆一氏の談話。前
　　掲の史料は，柴田氏の御好意によるものであ
　　る。
　（2）　一般会計と作業特別会計との関係
　作業特別会計の前記の二資本は，一般会計
から交付される。　「固定資本」として収受し
た資金により土地・建物・諸機械等を購入し
て作業を行なう。使用中の補修・維i持等の支
出は，「据置運転資本」の資金でまかなうこ
とになる。固定資本に属する建物等の売却代
金は，作業特別会計を脱して一般会計の歳入
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となる。
　据置運転資本として一般会計から交付され
た資金によって，作業用の材料等を購入し，
従業員の賃金を支払う。半製品・仕掛品・製
品のような形態を経て再び現金で回収する。
年間の運転（循環）の回収が増えれば増えるほ
ど大規模な経営が可能となる。
　砲兵工廠についてみると，歳入出の類別
（款・項）は，次のとおりであった。
　　歳入第一款　砲兵工廠作業収入
　　　第一項　作業収入（製品売却代，注文
　　　　品製造料，不用品売却代）
　　　第二項　雑収入（物品支払代，土地建
　　　　物貸下料，弁償違約金，返納金，雑
　　　　入金）
　　歳出第一款　砲兵工廠作業費
　　　第一項　俸給（内訳省略）
　　　第二項　事業費（備品費，図書および
　　　　印刷費，筆紙墨文具，消耗品，通信
　　　　運搬費，以下省略）
　　　第三項　材料素品費（地金・皮革，以
　　　　下省略）
　　　第四項　諸支出金（退官賜金，以下省
　　　　略）
　　歳出第二款　予備費
　　　第一項　第一予備費
　　　第二項　予備費
　（3）　固定贅本の遅営とその問題点
「陸軍作業特別会計法」第二条による「固定
資本」の種類は，土地・建物・工作物・船舶
・機械および重要な器具である。土地を除い
て，耐用年数を定め（例えば，煉瓦造建物では
100年，木造では50年，酸類を扱う工場では25年）
「経営のゆるす範囲で」償却を行なう。「経営
のゆるす範囲で」という但書きに注目された
い。火災や償却で固定資本額が減少した場合
は・据置運転資本の場合のように作業収益で
自動的に補填されるわけではない。財政政策
上から固定資本の追加が一般会計よりなされ
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るまでは，そのままの状態で放置される。据
置運転資本よりの支出で大修繕をした場合は・
耐用年数を延長し，価額を増加することにな
る。固定資本の廃棄物の売却代は一般会計の
歳入となる。
　固定資本の運営上の問題点としては，一般
会計との関係で事業の実体にそぐわない迂遠
かつ杓子定規な手続をとらねばならぬことで，
特別会計の全般にもあてはまる。『要領』は
いうつ
　「此二少ク可笑シキ事ハ彼ノ固定資本中ノ土
．地二定着スル竹藪ガァリトシマス　然ルニ竹
藪ノ手入トシテ間曳ヲ要ス　其ノ間曳ヨリ生
ジタル竹ハ固定資本ノ廃際ナルガ故二売却シ
テー般（会計）歳入二入リ又一面ニハ作業会
計二於テ竹籠ノ修繕ノ為メニ更二別二買ハナ
ケレバナラヌト云フ有様デアル」と。まこと
に核心をついたたくみな事例である。また，
一前掲の第二条により土地・建物等が固定資本
i・C所属するに至った経緯について，『要領』
は次のようにいう。
　「既往ハ土地建物ヲー般会計に計上セシ為メ
毎議会二於テ否決若クハ何割減等トナリテ作
業進捗上大ナル支障アリタルト殊二作業会計
二計上セル蒸気機関ヤ起重機ハ可決セラレ之
二直接関連スル処ノー般会計中ノ煙突ヤ建物
等ハ否決セラルル等ノ事故頻出セシト他方ニ
ハニ十七八年戦後ノ拡張二依リ兵器弾薬ノ製
造増加シ作業経理ノ状態稽強固トナリシヲ以
テ明治三十五年法律ヲ改正シ先ヅ建造物ヲ作
業会計ノ支弁二移サルルニ至リシナリ」と。
　（4）　据置運転資本の必要性
　当時の東京砲兵工廠の据置運転資本の金額
は，200万円である。この金額は，当初法律
をもって定めたもので，この資金により火砲
の鋼材等の素材および補助材料，工員の賃金
を支払い，でき上った火砲を売却して現金を
一t
荢[した。そこで，「法定資本」は200万円で
為，一年間の運転（循環）の回数が多ければ事
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業規模は拡大する。先の平山氏は，’この据置
運転資本に言及していう。
「試ミニ据置運転資本皆無ニシテ例ヘバ注文
者ヨリ代金，前受ヲ為シ鉋，鋸，調革，木材，
釘，ペンキ，木炭等ヲ買入レ木工，塗工ヲ傭
入レ木箱ヲ製造シ竣工引渡ヲナセバ職工ヲ解
傭シ鉋，鋸，調革，木材其ノ他ノ剰余品ヲ売
却シテ損益決算ヲ為セバ最初ノ固定資本以外
一物ナキ原態二復帰スベキナリ若幸二同一種
ノ第二注文来リ第一ヲ終ラザルニ先テ前払金
ヲ為シ継続スルヲ得ル更二若干期間同一ノ器
具ト同一ノ職工ヲ以テ作業シ得ベキナリ」と。
　しかし，兵器，弾薬の作業所の継続的かつ
経済的な運営のためには，据置運転資本の設
定は必須である。この資本の必要度の判定基
準には，次の各号がある。
　④年産額，⑭生産品の種類と数量，の材料
の準備に要する時間，⇔長期短期の前払を要
する外国購入品の多少，（＊）注文品代価の受入
時期，0戦時に対する準備の程度。
　明治44年度決算における各作業特別会計の
作業収入額と据置運転資本法定額との割合は，
次のとおりであった。
　造幣局（20％），　印刷局（21％），専売局
（7％），製鉄所（34％），大阪砲兵工廠（18％），
東京砲兵工廠（18％），千住製絨所（47％）
　（5）決算会計
　総勘定元帳に相当する「原簿」を締切った
ときの年度末日の日計表，つまり決算貸借対
照表に相当する計表を，　「原簿計算表」とい
う。据置運転資本についての事例は，次頁の
左側のとおりである。
　この計表による決算のことを，「純計決算
法」と称している。この外ンこ，予算の各科目
ごとに実費額を対照し累計したものを「累計
決算法」といい，また，　「受払勘定表」によ
って作業内容を示したものを「折衷決算法」
と称しており，この三者を併用している。ま
た，先の累計決算書のことを作業特別会計で
は，　「決定計算書」とよぶ。一般会計に準じ
た「累計決算法」については，ここでは省略
し，先の「折衷決算法」による「受払勘定表」
の雛形を左側下段に示しておこう。
某年某月某日　（某廠）
　原簿計算表
科 目1借方・明貸方・円・
運転資本
物品未渡諸品買
受人
代金未渡諸品売
込人
現金未渡契約人
金　　　　庫
材料及素品
機械運転用品
生　　産　　品
備　　　　品
代価未納諸品買
受人
物品未納諸品売
込人
現金未納契約人
損 益
2，140，450
13，218，222
140，816
39，192
256，015
1，948，438
822
536
026
623
210
640
1，810，667　　　　1
1，115
1，500，000
16，534，561
1，001，007
471，297
48，051
000
939
458
390
920
計
・9・554…Sl・・71・9・554…81・・7
某廠受払勘定表
　受　　　入
金　酬説明
　以上のほかに，「会計法」第十七条第三項
による「作業特別会計計算書」がある。これ
は，一般会計の帝国議会に提出する総決算の
添付書類となる「作業ノ収支表」である。「会
計規則」第五十六条にその様式が法定されて
いる。内容は，「収入計算」・「支出計算」・「最
近五ケ年度間資金ノ増減」および「最近五ケ
年度損益ノ比較」からなっている。
　（6）仕掛品（半途品）の整理法
　仕掛品（半途品）の整理（評価）については，
別段の定めはなかった。しかし，その方法い
かんにより「純計決算」における原簿計算表
上の資産を大きく左右することになる。この
点に関して，平山氏は極めて適切に，次のよ
うにいう。
「現今行ハルル方式二三ツアル　ーハ材料ノ
価額ノミヲ以テスルモノ　ニハ工金ヲ併算ス
ルモノ　三ハ夫二雑費ヲ加算スルモノ之レナ
リ尚甚シキニ至リテハ半途品ヲ全然決算中二
加ヘザルモノアリ」　「而シテ第三方式ヲ以テ
理想二合シタル整理法ト謂フヲ得」と。
　砲兵工廠の場合は，大口径の火砲のように
製作年月に3年もかかるものがあり，小銃で
も当時は22ヵ月を要したという。従って，
「半途品」を全然無視するわけにはいかない
のである。
科 目
　歳入の収入済額
　収入未済額
　持越　現金
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払 出
科 目i金釧1説明
　歳出の支出済額
　支出未済額
　据置運転資本額
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